
【学年・教科・単元名】 

年中児   カプラ（積み木）を高く積み上げよう！～悔しい気持ちの経験を大切に～ 

 

【経緯】 

  今年の年中児は、自由な発想力でいろいろなものを生み出すことが

大好きな子供たちなので、いろいろな組み合わせで自由に形を作り上

げることができるカプラを取り入れ、日々の保育の中で遊んでいます。

今までは、それぞれが好きな形を作って遊ぶ姿が多かった子供たちで

すが、最近は友達と一緒にいろいろな形を作ったり、高く積み上げたり

するなど協同的に遊ぶ姿が増えてきました。 

 

【取組の実際】 

①どっちが高く積めるかな？ 

数人の子供たちが一緒にカプラを積み上げて遊んでいました。だんだんと高く積みあがるに

つれて、周りの子供たちも「すごーい！」と様子を見守ったり、「一緒にやってもいい？」と輪に入

ってきたりしていました。さらに「椅子がないと届かないね」と言い、椅子を持ってきてさらに積み

上げ、「絶対負けないからね」と言いながら、どっちが高く積みあがるかを競っている姿が見ら

れました。
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